



















　1） 日本語漢字 JIS 第 1 水準を使用する。［例］簡体字 “单” の場合、JIS 第 1 水準「単」を用いる。JIS 第 2 水準
「單」は使用しない。
　2） 日本漢字に無い文字は中国語繁体字を使用する。［例］簡体字 “庞” は繁体字 “龐、龎” の方を採用する。同
じ意味の漢字だからである。
　3）中国語の簡体字は使用しない。［例］簡体字 “艺” を不採用、繁体字 “藝” の方を用いる。
　4）  日本語漢字 JIS 第 1 水準、JIS 第 2 水準、簡体字、繁体字のどれにも有する場合、簡体字と同一の日本語漢字










　5） 一般に漢音、呉音を採用し、慣用音を採用しない。［例］“炬” は「キョ」（「コ」は慣用音。“炬燵” < コタツ
> にのみ使用する）。
　今、中国語と日本語の漢字を対照、整理した。即ち、中国語の簡体字を使用しなければ（現在の「学務システム」
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